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歴
博
は
五
月
三
十
一
日
の
日
本
考
古
学
協
会
発
表
会
で
「
箸
墓
は

二
四
〇
～
二
六
〇
年
と
捉
え
る
の
が
合
理
的
」
と
報
告
し
た
（
春
成

二
〇
〇
九
）。

昨
年
は
、
布
留
０
式
の
炭
素
年
代
の
平
均
が
一
八
〇
〇　

年
前
後

で
あ
る
こ
と
や
日
本
産
樹
木
炭
素
年
の
関
係
か
ら
「
箸
墓
は
三
世
紀

の
中
頃
と
考
え
る
の
が
合
理
的
」
と
発
表
し
、
そ
の
論
理
展
開
に
混

乱
が
あ
る
と
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
が
（
籔
田
二
〇
〇
八
、
新
井

二
〇
〇
八
）、
今
年
は
、
別
の
視
点
か
ら
新
た
な
資
料
を
も
と
に
し

て
「
箸
墓
の
布
留
０
式
は
…
…
庄
内
３
式
と
布
留
１
式
に
挟
み
込
ま

れ
る
二
四
〇
～
二
六
〇
年
と
捉
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
」
と
発
表

し
た
の
で
あ
る
。
結
論
は
同
じ
で
あ
る
が
、
検
証
の
方
法
は
異
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
今
年
の
議
論
も
、
結
論
的
に
は
全
く
容
認
し
得

な
い
内
容
で
あ
る
。

試
料
の
時
期
判
定
や
炭
素
年
の
数
値
の
混
乱
な
ど
数
多
く
の
問
題

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
今
回
も
発
表
に
お
い
て

使
用
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
論
理
展
開
上
の
問
題

点
に
絞
っ
て
述
べ
た
い
。

１　

提
示
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て

報
告
書
で
は
、
炭
素
年
代
が
文
章
と
図
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
出

典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
口
頭
で
『
新
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
』
第

四
巻
（
二
〇
〇
九
・
三
）
に
デ
ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
が
、

不
十
分
な
の
で
、
ま
ず
文
章
を
忠
実
に
追
い
か
け
、
添
付
さ
れ
た
図

新あ
ら 

井い  

宏ひ
ろ
し

（
数
理
考
古
学
者
・

韓
国
国
立
慶
尚
大
学
招
聘
教
授
）

歴
博
「
古
墳
出
現
の
炭
素
十
四
年
代
」
に
つ
い
て



3

歴博「古墳出現の炭素十四年代」について

表 1　歴博発表内容（文章表示）の一覧表化と原典との照合
（照合結果のイタリックは原典値、他はグラフ読み取り値、
網掛けは原典にあるが歴博の検討で欠落している値）

注 ? 　原典による確認ができなかったが、報告書の図から読み取った値。
注 1 　西本編『新弥生時代の始まり』第 1 巻、雄山閣、2006 。ただし原典では「大和Ⅵ -2」
　　　が「Ⅳ -2」となつている
注 2 　小林謙一ほか「東田大塚 ･ 矢塚古墳出土試料の 14C 年代測定」『桜井市埋蔵文化セン
　　　ター』30 集、2008。桃核のデータが歴博の図では確認できない。重要なデータがな
　　　ぜ欠落しているのか理解に苦しむ
注 3 　奥山誠義「ホケノ山古墳中心埋葬施設から出土した木材の 14C 年代測定」『橿原考古
　　　学研究所研究成果報告書』第 10 冊、2008。重要なデータと考えるが、欠落している。
　　　欠落理由が明示されていない。
注 4 　小林謙一ほか「東田大塚 ･ 矢塚古墳出土試料の 14C 年代測定」『桜井市埋蔵文化セン
　　　ター』30 集、2008　「布留 1?」の木材は、原報告書では「布留 0 ～ 1」であり、「布留 0」
　　　の竹カゴは原報告書で「布留 0 ？」である
注 5 　西本編『新弥生時代の始まり』第 1 巻、雄山閣、2006 　元の報告書では「布留 1」また「布
　　　留」とあったものも「布留 0」としている
注 6 　本文中では「布留 0」となっていたが図では「布留 1?」となつている。「布留 1?」の
　　　ようである。
注 6,7 西本編『新弥生時代の始まり』第 1 巻、雄山閣、2006
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（
歴
博
報
告
の
図
３
）を
参
照
し
な
が
ら
、原
報
告
書
と
照
合
し
た
。

そ
の
結
果
は
表
１
に
示
す
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

表
の
注
に
示
し
た
が
、
原
報
告
書
に
は
あ
る
が
、
検
討
に
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
も
の
、
原
報
告
書
の
土
器
形
式
判
定
が
報
告
中
で
変

更
さ
れ
て
い
る
も
の
、
原
報
告
書
の
数
値
と
図
の
数
値
に
不
一
致
が

み
ら
れ
る
も
の
、
文
章
の
内
容
と
図
表
示
が
矛
盾
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
総
じ
て
杜
撰
さ
が
目
立
つ
。
不
注
意
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い

は
恣
意
的
な
解
釈
の
変
更
に
よ
る
も
の
か
分
ら
な
い
が
、
と
り
あ
え

ず
不
問
に
し
て
先
に
進
む
。

な
お
、
ホ
ケ
ノ
古
墳
の
デ
ー
タ
（
奥
野
二
〇
〇
八
）
に
つ
い
て
、

歴
博
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
が
、
重
要
性
に
鑑
み
表
の
載
せ
た
。
こ

れ
が
恣
意
的
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
説

明
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

 

２　

歴
博
の
箸
墓
に
関
す
る
議
論

報
告
書
で
は
「
箸
墓
の
布
留
０
式
は
、
纏
向
石
塚
の
庄
内
３
式
と

布
留
１
式
に
挟
み
こ
ま
れ
る
二
四
〇
～
二
六
〇
年
代
と
捉
え
る
の
が

合
理
的
」
と
し
て
い
て
、
東
田
大
塚
の
布
留
１
式
の
デ
ー
タ
（
木
材

三
件
）
を
重
要
視
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
原
報
告
書
（
小
林

二
〇
〇
八
）
で
は
布
留
０
～
１
式
、
藤
尾
報
告
（
藤
尾
二
〇
〇
九
）

で
は
布
留
０
式
と
判
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

歴
博
は
、こ
の
東
田
大
塚
の
木
材
の
炭
素
年
代（
一
六
五
〇
、

一
六
七
〇
、
一
七
六
〇　

）
が
非
常
に
新
し
く
出
て
い
て
、
国
際
較

正
曲
線
で
見
て
も
日
本
産
樹
木
較
正
曲
線
で
見
て
も
、
西
暦
二
六
〇

～
二
七
〇
年
に
存
在
す
る
谷
の
部
分
に
一
致
す
る
と
考
え
、
こ
の
布

留
１
式
よ
り
も
古
い
布
留
０
式
な
ら
ば
西
暦
二
六
〇
年
以
前
と
な
る

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
東
田
大
塚
の
木
材
が
布
留

１
式
と
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
も
、
重
要
な
点
は
、
筆
者
な
ど

が
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代
は

五
十
～
百
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
古
く
で
る
傾
向
が
明
瞭
で
あ
り
、

正
し
い
値
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
木
材
、
竹
、
種
実
な
ど
と
同

列
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
田
大
塚
の
木
材
の
炭
素
年
が
一
六
五
〇
～

一
七
六
〇　

年
と
新
し
い
年
代
を
示
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
単
純
に

西
暦
二
六
〇
～
二
七
〇
年
の
較
正
曲
線
の
谷
に
一
致
す
る
と
短
絡
す

る
こ
と
は
極
め
て
危
険
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
東
田
大
塚
の
木

材
が
土
器
付
着
物
よ
り
新
し
く
出
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、

事
実
、
同
じ
布
留
１
式
の
唐
古
・
鍵
の
土
器
付
着
物
を
見
れ
ば
、

一
七
四
〇
～
一
八
八
〇　

年
と
な
っ
て
い
て
百
年
も
古
い
。

こ
の
状
況
を
分
り
易
く
す
る
た
め
に
、
歴
博
発
表
の
図
に
つ
い

て
、
土
器
付
着
物
と
、
そ
れ
以
外
の
木
材
・
竹
・
種
実
に
区
分
し
て
、

歴
博
の
示
す
暦
年
観
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
、
再
整
理
す
る
と
図
１
の

よ
う
に
な
る
。
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一
瞥
し
て
直
ぐ
分
る
よ
う
に
、
土
器
付
着
物
と
そ
れ
以
外
の
炭
素

年
代
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に

土
器
付
着
物
（
◆
）
の
み
で
見
る
な
ら
ば
、
単
に
「
土
器
付
着
物
の

炭
素
年
代
は
歴
博
の
年
代
観
よ
り
も
更
に
古
い
値
を
示
し
て
い
る
」

と
の
結
論
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
で
し
か
な
い
。
土
器
付
着
物
以
外
の

デ
ー
タ
は
総
じ
て
、
新
し
い
炭
素
年
を
示
し
て
お
り
、
東
田
大
塚
の

木
材
を
も
っ
て
西
暦
二
六
〇
～
二
七
〇
年
の
谷
と
見
な
す
こ
と
は
早

断
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
国
際
較
正
基
準
に
し
ろ
、
日
本
産
樹
木
の
炭
素
年
代

に
し
ろ
、
今
ま
で
に
測
定
さ
れ
た
炭
素
年
を
す
べ
て
検
討
し
て
見
て

も
、
一
六
七
〇　

年
以
下
の
値
と
な
る
の
は
、
西
暦
三
四
〇
年
以
前

に
は
皆
無
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
、
同
時
期
の
日
本
産
樹
木
の
炭
素

年
代
測
定
結
果
を
全
て
集
め
て
図
２
に
示
す
。

し
た
が
っ
て
、
一
六
五
〇　

年
と
か
一
六
七
〇　

年
の
炭
素
年
代

を
示
す
東
田
大
塚
の
木
材
を
西
暦
二
六
〇
～
二
七
〇
年
の
谷
に
合
致

さ
せ
る
の
は
、
極
め
て
低
い
確
率
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
図
１
に
お
い
て
、
炭
素
年
代
が
古
く
で
る
土
器
付
着
物
の

場
合
（
◆
）
を
除
い
て
、
木
材
・
竹
・
種
実
の
場
合
（
□
）
を
見
る

と
、
国
際
較
正
曲
線
よ
り
も
概
し
て
新
し
い
炭
素
年
代
を
示
し
て
お

り
、
歴
博
の
暦
年
案
が
著
し
く
古
い
側
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
図
の
□
に
の
み
注
目
す
れ
ば
、
日
本
産
樹
木
の
較
正
図
を
参

照
し
て
、
庄
内
３
式
の
矢
塚
古
墳
の
桃
核
を
西
暦
二
四
〇
年
、
同
じ

く
庄
内
３
式
の
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
の
木
材
を
西
暦
二
六
〇
～
二
七
〇

年
、
東
田
大
塚
の
木
材
を
西
暦
三
四
〇
年
頃
と
す
る
案
の
方
が
、
よ

ほ
ど
整
合
性
が
と
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

炭
素
年
代
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
推
定
幅
の
大
き
い
の
が
宿

命
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
時
期
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
す
る

こ
と
な
ど
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
範
囲
で
言
え

ば
、
箸
墓
の
造
営
時
期(

布
留
０
式)

は
巾
を
持
っ
て
、
お
お
よ
そ

図 1 　歴博図を土器炭化物とその他に分けて表示した図
　　　（脱落資料を一部追加）
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二
五
〇
～
三
五
〇
年
と
見
る
の
が
科
学
的
な
立
場
な
の
で
あ
る
。

３　

土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代
の
問
題

以
上
の
よ
う
な
議
論
に
お
け
る
焦
点
は｢

は
た
し
て
土
器
付
着
物

の
炭
素
年
代
は
古
く
で
る
の
か｣

に
つ
い
て
の
認
識
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
歴
博
が
土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代
に
疑
い
を
持
た
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
土
器
付
着
物
の
み
に
よ
っ
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し

そ
う
す
る
な
ら
ば
、
布
留
０
式
の
箸
墓
は
西
暦
二
〇
〇
年
以
前
に

な
っ
て
し
ま
い
誰
も
相
手
に
し
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代
が
古
く
で
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
は

「
歴
博
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
弥
生
農
耕
起
源
』
に
つ
い
て
―
炭
素

十
四
年
に
よ
る
年
代
遡
上
論
の
問
題
点
―
」『
邪
馬
台
国
』
一
〇
一

号
に
詳
細
に
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
代
表
例
を
い
く
つ
か
示

す
に
留
め
る
。

〔
北
九
州
の
弥
生
中
期
の
炭
素
年
代
〕

図
３
は
北
九
州
の
弥
生
中
期
に
関
す
る
土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代

と
歴
博
の
年
代
観
の
関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
全
て
歴
博
の
年
代
観
と
歴
博
の
測
定
値
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
グ
ラ
フ
は
国
際
較
正
曲
線
の
上
下
に

ば
ら
つ
き
を
持
っ
て
分
布
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
均
的
に

見
れ
ば
、炭
素
年
が
百
年
も
古
く
出
て
い
る
。も
し
横
軸
の
年
代
に
、

旧
来
の
年
代
説
を
用
い
る
な
ら
ば
、
更
に
そ
の
差
は
大
き
く
二
百
年

に
も
達
す
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
歴
博
は
何
ら
か
の
説
明
を
す
べ
き
義
務

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大
和
Ⅲ
―
３
期
の
炭
素
年
代
〕

図 2　日本産樹木の炭素年代測定結果の総集図
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唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大
和
Ⅲ
―
３
期
の
炭
化
米
と
土
器
付
着
炭
化
物

の
炭
素
年
の
関
係
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

平
均
で
炭
素
年
が
五
十
七
年
、
暦
年
換
算
で
八
十
五
年
の
差
が

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
土
器
付
着
炭
化
物
が
古
く
で
て
い
る
。

４　

 

発
表
へ
の
感
想

歴
博
の
今
回
の
発
表
に
示
さ
れ
た
古
墳
期
の
図
（
図
１
）
を
見
る

な
ら
ば
、
土
器
付
着
物
の
炭
素
年
代
が
、
歴
博
の
主
張
す
る
時
期
よ

り
も
更
に
大
き
く
、
古
い
側
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
。
筆
者
の
添
付
し
た
図
３
の
弥
生
中
期
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

歴
博
が
土
器
の
炭
素
年
代
に
よ
っ
て
、
時
代
を
い
く
ら
遡
ら
せ
て
も

際
限
が
な
い
の
で
あ
る
。

歴
博
は
、
当
初
か
ら
、
炭
素
年
代
に
は
地
域
差
が
な
い
と
言
い
、

弥
生
の
開
始
時
期
を
前
十
世
紀
と
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
今
回
、

歴
博
自
ら
弥
生
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
土
器
付
着
物
の
炭

素
年
代
が
国
際
較
正
基
準
よ
り
も
古
く
で
る
こ
と
を
認
め
た
以
上
、

弥
生
の
開
始
時
期
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
学
問
的
な
良
心
で
あ
る
。
青
銅
器
や
気

象
考
古
学
な
ど
の
一
般
考
古
学
の
サ
イ
ド
か
ら
も
、
い
く
ら
遡
っ
て

も
前
八
世
紀
と
す
る
の
が
大
勢
の
意
見
と
な
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

学
問
は
多
数
決
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
の
見
解
に
過

ぎ
な
い
も
の
を
、
新
聞
な
ど
を
通
じ
て
、
あ
た
か
も
多
数
意
見
の
よ

う
に
、
報
道
す
る
姿
勢
は
厳
し
く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧

図 3　弥生中期後期の九州の炭素年と
　　 歴博年代の関係

炭
化
米
（
平
均
二
〇
八
〇
年　

前
八
七
年
相
当
）

　

二
〇
五
〇
年
、
二
〇
七
〇
年
、
二
〇
六
五
年
、
二
〇
七
〇
年

　

二
〇
八
〇
年
、
二
〇
六
五
年
、
二
〇
二
五
年
、
二
一
〇
〇
年

　

二
〇
九
〇
年
、
二
〇
六
九
年

土
器
付
着
物
（
平
均
二
一
二
五
年　

前
一
七
〇
年
相
当
）

　

二
一
三
九
年
、
二
一
四
三
年
、
二
〇
五
六
年
、
二
一
二
一
年

　

二
一
五
七
年
、
二
一
三
九
年
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石
器
捏
造
事
件
の
反
省
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。筆

者
は
如
何
な
る
場
合
で
も
恣
意
的
な
議
論
は
好
ま
な
い
。
可
能

性
の
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
学
問
の
進
歩
に
大
き

く
貢
献
す
る
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
恣
意
的
に
展
開
す
る
こ
と

は
、
た
ん
な
る
論
争
で
あ
り
、
有
害
無
益
で
あ
る
。
歴
博
の
姿
勢
に

は
、
先
に
結
論
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
解
釈
す
る

傾
向
が
あ
る
。
だ
か
ら
支
離
滅
裂
な
議
論
展
開
と
な
り
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
矛
盾
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
炭
素
年
代
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
時
期
指
定
を
し
た

い
の
は
願
望
で
あ
っ
て
、
よ
ほ
ど
の
好
条
件
が
具
備
さ
れ
な
い
限
り

実
現
で
き
な
い
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

ま
ず
疑
っ
て
か
か
る
の
が
、
科
学
的
な
立
場
な
の
で
あ
る
。
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